
環境都市宣言のまち　ISO１４００１認証取得 No．１０８
２００７(平成１９）年

９めいわ広報

■発行日　平成１９年９月１０日

◎携帯電話やパソコンのメール機能を

利用した、防犯・防災・緊急・町の情報

の配信を行っています。皆さんの登録

をお待ちしています。      

下水道まつり

　９月の「下水道の日」にちなんで、初めて開

催された下水道まつり。下水道についての説

明や、ヨーヨー風船などの楽しい企画も用意さ

れ人気を集めていました。

●みんなの広場

●Photo Topics
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　オーストラリアで交流研修 ほか

　近県ピーチバレーボール大会 ほか

●まなびの掲示板

●くらしの情報

P１２～P１３

P１４～P１５

　県内初の入れ歯回収ボックス設置

　小学生が避難生活を体験

P１６～P１９

P１０～P１１

　第９回明和まつり　 P２～P３

　防犯はきれいな町から ほか

●Pick Up Meiwa　　 P６～P９

　長寿万歳　 P４

　町民リポーター ほか

　改選後初の町議会　 P５



（２）

　

８
月
５
日
、
第
９
回
明
和
ま

８
月
５
日
、
第
９
回
明
和
ま
つつ

り
が
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を

り
が
、
ふ
る
さ
と
の
広
場
を
中中

心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た

心
に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

連
日
の
猛
暑
日
の
中
で
開
催

連
日
の
猛
暑
日
の
中
で
開
催
ささ

れ
た
ま
つ
り
は
突
然
の
大
雨

れ
た
ま
つ
り
は
突
然
の
大
雨
にに

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ

見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
皆
さ
んん

の
思
い
が
通
じ
た
の
か
天
候

の
思
い
が
通
じ
た
の
か
天
候
はは

回
復
し
、
来
場
者
約
４
３
０

回
復
し
、
来
場
者
約
４
３
０
００

人
の
胸
に
熱
い
熱
い
思
い
出

人
の
胸
に
熱
い
熱
い
思
い
出
をを

残
し
ま
し
た

残
し
ま
し
た
。。

明
和
ま
つ

明
和
ま
つ
りり

第
９
回



（３）広報めいわ　平成１９年９月１０日

　
　

お
知
ら
せ

　
祭
り
当
日
の
場
内
ア
ナ
ウ

ン
ス
で
、
祭
り
が
雨
天
中
止

と
な
っ
た
場
合
、
抽
選
当
選

番
号
を
広
報
紙
に
て
お
知
ら

せ
す
る
と
の
ご
案
内
を
い
た

し
ま
し
た
が
、
天
候
回
復
に

よ
り
予
定
ど
お
り
実
施
さ
れ

賞
品
は
す
べ
て
引
き
替
え
ら

れ
ま
し
た
の
で
当
選
番
号
の

掲
載
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
ご

了
承
を
お
願
い
し
ま
す
。

フラダンフラダンスス

ブレイクダン
ブレイクダンスス

よさこいソーラよさこいソーランン

子ども神子ども神輿輿

大人神大人神輿輿

民踊輪踊民踊輪踊りり

抽選抽選会会



（４）

世 帯 主　地　区　年 齢性 別氏　　名  順位

一 雄梅　原９６男　新井　一雄　１１

利 男入ケ谷　９６女　金子　つね１２

修 一新　里　９５女　　田　みさ１３

広 樹須　賀　９５女　川島　ゲン１４

宏 一大　輪　９５女　田口　１５

岩 元 洋 幸大佐貫　９５女　伊藤　トキ１６

い つ 子千津井　９５女　飯塚いつ子　１７

か田　島９４女　奈良　か１８

き ち南大島　９４女　山岸　きち１９

マ サ南大島　９４女　森　　マサ２０

（平成１９年８月３１日現在　敬称略）
町内長寿番付

長
寿
万
歳

健
康
は
規
則
正
し
い
食
事
で

毎
朝
の
梅
干
し
で
健
康

▽
９
月
　
日
の
敬
老
の
日
を
前
に
、
町
の
長
寿
番
付
と
し
て
、
上
位
か
ら
　
人
を
紹
介
さ

１７

２０

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
町
の
総
人
口
は
１
万
１
６
５
０
人
（
４
月
１
日
現
在
）。
そ
の
う

ち
　
歳
以
上
の
か
た
は
２
３
８
６
人
で
全
町
民
の
　
・
　

％
を
占
め
て
い
ま
す
。
高
齢
社

６５

２０

４８

会
を
迎
え
、
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、「
多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
老
人

を
敬
愛
し
、
長
寿
を
祝
う
」
と
い
う
敬
老
の
日
を
大
切
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
町
内
で
長
寿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
橋
本
さ
ん
の
健
康
法

は
、
規
則
正
し
く
食
事
を
取
る
こ
と
だ
そ
う
で
、
特
に

野
菜
不
足
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
お
味
噌
汁
に
野
菜
を

多
く
入
れ
て
、
具
だ
く
さ
ん
に
し
て
毎
日
欠
か
さ
ず
食

べ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
最
近
は
、
週
２
回
「
和

の
郷
」
に
通
う
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
橋
本
彦
太
郎
さ
ん
（
斗
合
田
・
１
０
０
歳
）

　
井
上
 　
　
 さ
ん
（
新
 里
・
１
０
０
歳
）

あ
　
さ

　
町
内
で
女
性
の
長
寿
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
井
上
さ
ん
。

週
３
回
「
和
の
郷
」
に
行
き
、
友
達
と
話
を
し
た
り
お

風
呂
に
入
っ
た
り
と
楽
し
ん
で
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

毎
朝
、
梅
干
し
を
食
べ
た
り
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん

だ
り
と
テ
レ
ビ
番
組
等
で
体
に
良
い
と
言
わ
れ
る
も
の
は

取
り
入
れ
る
な
ど
、
健
康
に
注
意
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

（平成１９年８月３１日現在　敬称略）

世 帯 主　地　区　年 齢性 別氏　　名順位

文 次斗合田　１００男　橋本　彦太郎　１

昭 三新　里　１００女　井上　　２

肇新　里　９９女　森　　梅子３

長 田 敦 志中　谷　９９女　松山　とよ４

長 治南大島　９８男　本澤　長治５

り ん斗合田　９８女　砂賀　りん６

紘上江黒　９７女　和田　いと７

軍 次 郎大　輪　９７女　松本　よし８

髙　 紀 幸千津井　９７女　薗部　きく９

公 男須　賀９６女　南部　寛子１０



（５）広報めいわ　平成１９年９月１０日

　
議
会
構
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

議
　
長
　
猪
股
賢
一
 

副
議
長
　
岡
安
敏
雄

【
各
種
委
員
会
】

　
　
◎
委
員
長
、
○
副
委
員
長

■
総
務
・
産
業
常
任
委
員
会

◎
野
本
健
治
　
○
関
根
愼
市

　
野
本
長
司
　
　
堀
口
正
敏

　
髙
橋
順
子
　
　
猪
股
賢
一

■
文
教
・
厚
生
常
任
委
員
会

◎
今
成
　
隆
　
○
早
川
元
久

　
冨
塚
基
輔
　
　
斎
藤
一
夫

　
栗
原
孝
夫
　
　
岡
安
敏
雄

■
議
会
運
営
委
員
会

◎
岡
安
敏
雄
　
○
関
根
愼
市

　
今
成
　
隆
　
　
野
本
健
治

■
議
会
広
報
委
員
会

◎
今
成
　
隆
　
○
早
川
元
久

　
堀
口
正
敏
　
　
冨
塚
基
輔

　
斎
藤
一
夫

【
一
部
事
務
組
合
議
会
議
員
】

■
邑
楽
館
林
医
療
事
務
組
合
議
会

議
員

今
成
　
隆
　
斎
藤
一
夫

■
館
林
衛
生
施
設
組
合
議
会
議
員

関
根
愼
市
、
髙
橋
順
子

■
館
林
消
防
組
合
議
会
議
員

堀
口
正
敏
、
早
川
元
久

■
館
林
邑
楽
農
業
共
済
事
務
組
合

議
会
議
員

冨
塚
基
輔
　
栗
原
孝
夫
　

■
東
毛
広
域
市
町
村
圏
振
興
整
備

組
合
議
会
議
員

猪
股
賢
一
、
岡
安
敏
雄

　
明
和
町
監
査
委
員
に
野
本
長
司
さ

ん
（
　
歳
・
新
里
）
が
選
任
さ
れ
ま

４８

し
た
。

町議会臨時会

監
査
委
員
に

野
本
長
司
さ
ん

副議長に当選した

岡安敏雄さん

議長に当選した

猪股賢一さん

改
選
後
初
の
町
議
会

　
任
期
満
了
に
伴
う
明
和
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
７
月
　
日
に
投
票
が
行
わ
れ
、
改
選
後
の
初
議

２９

会
が
８
月
　
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。
当
選
し
た
　
人
の
議
員
は
、
決
意
を
新
た
に
初
議
会
に
臨
み

１０

１２

ま
し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
議
長
選
挙
を
は
じ
め
主
に
人
事
案
件
が
審
議
さ
れ
、
議
長
に
猪
股
賢

一
さ
ん
、
副
議
長
に
岡
安
敏
雄
さ
ん
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
議
会
構
成
は
次
の
と
お

り
で
す
。

野本長司さん



（６）

入
れ
歯
回
収
ボ
ッ
ク
ス
設
置

　
群
馬
県
初
の
「
不
要
入
れ
歯
回

収
ボ
ッ
ク
ス
」
が
８
月
　
日
、
役

３１

場
庁
舎
と
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
不
要
と
な
っ
た
入
れ
歯
を
回
収

し
、
N
P
O
法
人
日
本
入
れ
歯
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
に
よ
り
資
源
化
さ

れ
得
た
益
金
は
、
町
社
会
福
祉
協

議
会
と
日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
に
寄

附
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
捨
て
ら
れ

て
い
る
入
れ
歯
が
、
世
界
の
恵
ま

れ
な
い
子
ど
も
た
ち
へ
の
福
祉
に

役
立
ち
ま
す
。

　
今
も
ど
こ
か
で
貴
重
な
入
れ
歯

が
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
大
変

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
。
不
要

と
な
っ
た
入
れ
歯
を
お
持
ち
の
か

た
は
、
捨
て
な
い
で
回
収
ボ
ッ
ク

ス
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
入
れ
歯
を
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入

れ
る
際
は
、
次
の
こ
と
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
】

煙
汚
れ
を
落
と
し
、
熱
湯
か
入
れ

　
歯
洗
浄
剤
（
除
菌
タ
イ
プ
）
に

　
て
消
毒
し
て
く
だ
さ
い

煙
備
え
付
け
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入

　
れ
て
回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
入
れ
て

　
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

　
環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

皆
さ
ん
の
声
を
町
政
に

　
企
画
課
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

【
町
政
懇
談
会
】　

　
町
で
は
、
９
月
　
日
か
ら
　
月

２１

１０

　
日
ま
で
の
期
間
中
、
町
政
懇
談

３１会
を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
懇
談
会
は
、
各
地
域
か
ら

希
望
の
あ
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
、

町
長
が
地
域
に
出
向
き
、
各
層
の

町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を

聞
き
、
町
政
に
反
映
す
る
た
め
に

行
い
ま
す
。

　「
町
政
懇
談
会
」
が
開
催
さ
れ
た

際
に
は
、
該
当
す
る
地
区
に
お
住

ま
い
の
か
た
の
積
極
的
な
ご
参
加

を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

【
町
長
と
語
ろ
う
　
ま
ち
づ
く
り
】

　
町
長
と
皆
さ
ん
と
共
通
の
テ
ー

マ
で
意
見
交
換
を
す
る
こ
と
の
で

き
る
「
町
長
と
語
ろ
う
　
ま
ち
づ

く
り
」《
話
し
合
う
》
も
随
時
、
受

け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
か
た
で
　１０

人
程
度
の
団
体
・
グ
ル
ー
プ
の
お

申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
へ
。

　
町
で
は
、
地
球
環
境
問
題

へ
の
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
家
庭
や
店
舗
な
ど
で
不
要

と
な
っ
た
食
用
油
を
回
収
し

て
い
ま
す
。

　
天
ぷ
ら
油
な
ど
は
、
使
い

切
る
こ
と
が
最
も
望
ま
し
い

と
考
え
ま
す
が
、
使
い
切
れ

ず
に
ど
う
し
て
も
処
分
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
、
使

い
切
れ
な
い
油
（
廃
食
用
油
）

を
回
収
す
る
こ
と
で
「
ご
み
の

減
量
化
」
に
役
立
て
る
と
と
も

に
、
回
収
し
た
食
用
油
は
、
バ

イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料
と
し

て
有
効
活
用
す
る
予
定
で
す
。

　
家
庭
だ
け
で
な
く
、
店
舗

や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る

食
用
油
も
回
収
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

【
回
収
場
所
】

　
旧
役
場
庁
舎
北
側
駐
車
場

【
回
収
日
時
】

　
月
、
水
、
金
、
日
曜
日
の
午

　
前
９
時
～
午
後
１
時

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

環
境
課
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

使
用
済
み
食
用
油
を

回
収
し
て
い
ま
す



（７）広報めいわ　平成１９年９月１０日

　昭和３６年に制定された群馬県青少年保護
育成条例が全部改正されました。名称も群馬
県青少年健全育成条例として３月１６日に公
布されて、１０月１日に施行されます。

【条例改正の趣旨】
　今日の少年を取り巻く諸問題に対応し、群
馬の次代を担う青少年が心身ともに健やかに
成長し、社会の一員として自立していくこと
を目的に条例改正を行いました。

【主な改正点】
■基本理念の導入

　県民総ぐるみで青少年の健全な育成を図る

ことを明記しました。

■県民等の責務の見直し

　保護者・県民・事業者・青少年のそれぞれ

の立場における役割や責務を明確にしました。

■有害図書類の区分陳列の制限

　書店、コンビニ店等で有害図書類を区分陳

列する際の具体的基準等を定めました。

※違反すると、３０万円以下の罰金

■インターネット利用環境の整備

　有害情報を青少年に閲覧・視聴させないた

め、保護者や学校関係者、関連業務等に対す

る努力規定を設けました。

■酒類・たばこ販売に係る環境整備

　青少年の飲酒・喫煙を防止するため、酒類・

たばこの販売業者に対する努力規定を設けま

した。

■深夜外出等の制限

　正当な理由がある場合を除いては、深夜

（午後１０時～翌日午前４時）に青少年を連れ

出したり、同伴するなどを禁止しました。

※違反すると、３０万円以下の罰金

■深夜営業施設への立入制限等

　映画館、カラオケボックス、ゲームセン

ター 、ボウリング場などの経営者等は、保護

者同伴であっても深夜（午後１０時～翌日午前

４時）に青少年を入場させてはならないこと

としました。

※違反すると、３０万円以下の罰金

■薬品類等の制限

　青少年への薬品等の拡散を防止するため、

いわゆる脱法ドラッグを新たに規制対象に加

える共に、罰金を引き上げました。

※違反すると、５０万円以下の罰金　

■非行助長行為の禁止

　青少年への犯罪行為等の勧誘、非行集団の

結成・指導・援助、非行集団への加入強要や

脱退妨害等を禁止しました。

※違反すると、最高刑１年以下の懲役または、

５０万円以下の罰金

　なお、この条例の規制に関しては、青少年

を保護するために、青少年の健全な育成を阻

害する恐れのある大人（青少年以外）の行為

を規制するものであり、青少年を処罰しよう

とするものではありません。

２２時以降は親同

伴でも外出等制限

公
園
の
名
称
募
集

　
都
市
建
設
課
　
　
　
内
線
１
７
２

　
町
で
は
、
新
里
地
内
の
元
中
央

保
育
園
お
よ
び
第
１
水
源
用
地
の

跡
地
を
公
園
と
し
て
整
備
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
多
く
の
か
た

が
た
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
次
の
と
お
り
公
園
の
名
称
を

募
集
し
ま
す
。

・
応
募
資
格
　
ど
な
た
で
も
結
構

で
す

・
応
募
方
法
　
官
製
は
が
き
、
ま

た
は
、
応
募
用
紙
（
役
場
、
中

央
公
民
館
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

ふ
る
さ
と
産
業
文
化
館
、
こ
ど

も
園
、
社
会
体
育
館
に
用
紙
と

投
函
箱
を
設
置
）
に
、
①
公
園

の
名
称
、
②
住
所
、
③
氏
名
、

④
年
齢
、
⑤
電
話
番
号
を
記
載

・
は
が
き
の
送
り
先
　
〒
３
７
０

倆
０
７
９
５
　
明
和
町
新
里
２

５
０
倆
１
　
明
和
町
役
場
都
市

建
設
課
、
ま
た
は
、
各
施
設
に

設
置
し
て
あ
る
投
函
箱

・
応
募
期
限
　
　
月
　
日
　
　
必

１０

１５

（月）

着
（
当
日
消
印
有
効
）

・
発
表
　
入
選
作
品
は
、
直
接
本

人
に
通
知
す
る
と
と
も
に
、
後

日
、
広
報
め
い
わ
に
掲
載
し
ま

す
・
賞
品
　
採
用
さ
れ
た
名
称
を
お

考
え
い
た
だ
い
た
か
た
に
、
梨

１
箱
（
５
茜
）
進
呈
し
ま
す
。
な

お
、
同
一
 の
応
募
が
あ
っ
た
場

合
、
該
当
者
の
中
か
ら
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
入
選
作
品
に
関

　
す
る
権
利
は
、
明
和
町
に
帰
属

　
し
ま
す

※
詳
し
く
は
、
都
市
建
設
課
へ
。

住
民
票
・
印
鑑
登
録
証
明
書
が

電
話
で
予
約
で
き
ま
す

　
住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
４
２

　
夜
間
や
土
・
日
曜
日
な
ど
役
場

が
開
い
て
い
な
い
と
き
で
も
、

電
話
予
約
で
住
民
票
・
印
鑑
登
録

証
明
書
が
受
け
取
れ
ま
す
。

【
電
話
予
約
受
付
・
受
取
】

■
受
付
  月
曜
日（
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時

３０

　
分
、
火
～
金
曜（
休
日
を
除

３０く
） 午
前
８
時
　
分
～
午
後

３０

５
時
　
分
３０

■
受
取
　
月
～
金
曜
日（
休
日
を

除
く
）は
、午
後
　
時
ま
で
。

１０

休
日（
土
・
日
・
祝
日
）は
、午
前

８
時
　
分
～
午
後
５
時
　
分

３０

３０

※
休
日
や
夜
間
に
し
か
来
庁
で

き
な
い
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

違反すると罰金３０万円



（８）

新
種
桃「
明
和
の
乙
女
」誕
生
記
念
　
近
県
ピ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

「広報めいわ」は、町のホームページでも

ご覧いただけます。

 http://www.town.meiwa.gunma.jp/

【
保
険
証
が
世
帯
１
枚
か
ら
１
人

１
枚
の
カ
ー
ド
型
に
】

　
　
月
１
日
で
更
新
さ
れ
る
国
民

１０
健
康
保
険
証
は
、
今
ま
で
の
世
帯

１
枚
か
ら
、
１
人
・
１
枚
タ
イ
プ

の
カ
ー
ド
型
に
切
り
替
わ
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は
、
９
月
末
に

世
帯
主
あ
て
に
ご
家
族
分
一
緒
に

郵
送
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証

の
有
効
期
限
は
９
月
　
日
で
す
の

３０

で
、　

月
１
日
以
降
に
、
役
場
・

１０

公
民
館
・
産
文
館
・
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
・
農
協
等
に
回
収
箱
を
置

き
ま
す
の
で
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
特
別
な
事
情
が
な
い
の

に
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
役
場
で

納
税
相
談
の
う
え
交
付
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
保
険
証
を
万
一
紛

失
し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
再
交
付

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
保
険
証
は
、
あ
な
た
が
国
民
健

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の
で
す
か
ら
、
大
切

に
扱
い
ま
し
ょ
う
。　

【
保
険
証
の
有
効
期
限
は
年
齢
等

で
変
わ
り
ま
す
】

    保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
通
常
、

翌
年
の
９
月
　
日
で
す
が
、
医
療

３０

制
度
改
正
に
よ
り
、
年
齢
等
に
応

じ
て
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま
す
。

①
　
歳
以
上
の
か
た
等
〔
老
人
保

７５健
医
療
受
給
者
の
か
た
〕
→
平

成
　
年
３
月
　
日
ま
で
（
４
月

２０

３１

か
ら
始
ま
る
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
の
保
険
証
を
３
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
）

②
退
職
者
医
療
の
か
た
で
年
齢
が

　
歳
～
　
歳
の
か
た
→
平
成
　

６５

７４

２０

年
３
月
　
日
ま
で
（
４
月
か
ら

３１

一
般
被
保
険
者
に
変
わ
る
た
め
、

３
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を

郵
送
し
ま
す
）

③
平
成
　
年
４
月
～
９
月
ま
で
に

２０

　
歳
に
到
達
す
る
か
た
→
誕
生

７５日
の
前
日
ま
で
（
４
月
以
降
に

　
歳
に
な
る
か
た
は
、　

歳
の

７５

７５

誕
生
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
切
り
替
わ
り
ま
す
の
で
、

誕
生
日
が
近
づ
い
た
ら
ご
連
絡

し
ま
す
）

　
明
和
町
の
新
種
桃
「
明
和
の
乙

女
」
誕
生
を
記
念
し
て
、
３
人
集

ま
れ
ば
誰
で
も
で
き
る
屋
内
型

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
７
日
　
　
開
会
式

１０

（日）

午
前
９
時

□
場
所
　
社
会
体
育
館

□
競
技
種
目
　
３
人
制
（
女
子
の

部
・
男
子
の
部
・
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
の
部
と
も
出
場
選
手
３

人
の
合
計
年
齢
が
１
２
０
歳

未
満
の
部
と
１
２
０
歳
以
上

の
部
に
分
か
れ
る
）

□
競
技
規
則
　
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
競
技
規
則
に
よ
る

□
競
技
方
法

①
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
、
上
位

チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
行
う

②
審
判
員
は
、
主
催
者
よ
り
委
嘱

さ
れ
た
か
た
、
各
チ
ー
ム
よ
り

推
薦
さ
れ
た
か
た

□
参
加
資
格
　
　
歳
以
上
の
男
女

１８

□
チ
ー
ム
構
成

①
チ
ー
ム
は
選
手
３
人
、
補
欠
１

人
の
計
４
人
以
内
と
す
る

②
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
の
部
は
、
男
性

１
人
以
内
女
性
２
人
以
上
と

し
、
全
員
女
性
も
可
と
す
る

□
参
加
費
　
１
０
０
０
円
（
１

チ
ー
ム
）

※
参
加
費
は
、
申
込
み
書
同
封
の

上
、
現
金
書
留
で
納
入
し
て
く
だ

さ
い
。

□
表
彰
　
優
勝
、
準
優
勝
、
第
３

位
に
メ
ダ
ル
・
賞
状
・
賞
品
。

第
４
位
に
賞
品
。（
参
加
チ
ー

ム
に
参
加
賞
を
授
与
）

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　
消
印

２０

（木）

有
効

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ

直
接
、
ま
た
は
郵
送
で
申
し
込

む
　
〒
３
７
０
倆
０
７
０
８
　

群
馬
県
邑
楽
郡
明
和
町
新
里

２
９
９
倆
１
　
明
和
町
社
会
体

育
館
宛

※
詳
し
く
は
、
社
会
体
育
館
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
生
涯
学
習
課
　
  緯
　
・
４
４
９
１

８４

保
険
証
が
カ
ー
ド
型
に
　
国
民
健
康
保
険
証

　
住
民
課
　
　
　
　
　
 内
線
１
４
４



（９）広報めいわ　平成１９年９月１０日

あなたの事業所の…

永年勤続者を
　　　  推薦してください
　町並びに、商工会・労使教育委員会では、
町内事業所に勤務する従業員を対象とし
た表彰制度を今年度より設けました。事
業主の皆さん、貴事業所で勤務する永年
勤続優良従業員の推薦をお待ちしており
ます。
□表彰日時　１１月２２日（木）　午後６時
３０分～
□表彰内容　永年勤続優良授業員表彰
（勤続１０年・２０年・３０年以上の人）
□対象　町内の同一事業所に勤務する勤
労者で、永年勤続優良授業員表彰要綱
に基づき、受賞者として決定された人
□負担金　３０００円（被表彰者１人につき）
□推薦方法　所定の用紙（経済課、商工会
にあります）に必要事項を記入の上、経
済課または商工会に提出する
□推薦期限　１０月３１日（水）
※詳しくは、経済課（内線１５２）へ。

タップダンスライブ
好評発売中

■日時　１０月７日（日）　開場午後５時３０
分　開演午後６時
■場所　ふるさと産業文化館
■チケット料金　大人１０００円　高校生以
下５００円
※全席指定です。
【問】ふるさと産業文化館　　緯８４・５５５５

群馬県なし品評会

明和の梨が銅賞に

　８月２２日、 群馬県園芸協会の主催によ
る第２６回群馬県なし品評会が、県庁で開
催され、有袋、無袋の部で合わせて１６１点
の幸水が出品されました。この品評会は、
品質や外観、形状など出来の良さを審査
するもので毎年実施。本町の梨組合から
は、無袋の部で滝口恵子さん（田島）と小
菅良高さん（田島）が銅賞に入賞しました。
　少し小ぶりですが糖度の高い美味しい
梨とのことです。

　滝口さん　　 　　小菅さん　

健
診
か
ら
健
康
づ
く
り
ま
で

　
保
健
福
祉
課
　
  緯
　
・
３
１
１
３

８４

　
町
で
は
、
次
の
と
お
り
健
診
や

基
本
健
診
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

と
し
て
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

【
骨
密
度
健
診
】

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２５

（火）

□
受
付
時
間
　
午
前
　
時
～
午
前

１０

　
時
　
分
、
午
後
１
時
～
午
後

１１

３０

２
時
　
分
３０

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
腕
の
骨
密
度
測
定
（
X

腺
検
査
）

□
対
象
　
今
年
度
中
に
　
・
　
・

３０

３５

　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　
・
　

４０

４５

５０

５５

６０

６５

７０

歳
に
な
る
女
性
の
か
た

※
妊
娠
中
の
か
た
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

□
費
用
　
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　

１９

（水）

□
申
込
方
法
　
保
健
福
祉
課
へ
直

接
申
し
込
む

【
歯
周
疾
患
検
診
】

□
期
日
　
９
月
　
日
　

２５

（火）

□
受
付
時
間
　
午
後
１
時
～
午
後

３
時

□
場
所
　
保
健
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
歯
科
健
診
・
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
指
導

□
対
象
　
今
年
度
中
に
　
・
　
・

４０

５０

　
・
　
歳
に
な
る
か
た

６０

７０

□
費
用
　
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　

１９

（水）

□
申
込
方
法
　
保
健
福
祉
課
へ
直

接
申
し
込
む

【
健
康
ダ
イ
エ
ッ
ト
教
室
】

□
参
加
費
　
無
料

□
日
程
　
下
表
の
と
お
り

□
申
込
期
限
　
　
月
３
日
　

１０

（水）

□
申
込
方
法
　
保
健
福
祉
課
へ
直

接
申
し
込
む

【
高
血
圧
予
防
教
室
】

□
参
加
費
　
無
料

□
日
程
　
下
表
の
と
お
り

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１５

（木）

□
申
込
方
法
　
保
健
福
祉
課
へ
直

接
申
し
込
む

場　所内　容時　間期　日

役場会議室講演１３：００～１５：３０１０月１７日（水）

中央公民館講話・調理実習９：３０～１２：３０１１月９日（金）

海洋センター講話・プール実習９：４５～１１：４５１２月２５日（火）

保健センター血液検査・食事指導１３：００～１５：３０１月１５日（火）

保健センター血液検査結果説明等１３：００～１５：４０２月１２日（火）

場　所内　容時　間期　日

役場会議室講演１３：００～１５：３０１１月２９日（木）

中央公民館講話・調理実習９：３０～１２：３０１２月１４日（金）

海洋センター血液検査・運動指導１３：００～１５：３０１月２９日（火）

保健センター血液検査結果説明等１３：００～１５：４０２月２５日（月）

●健康ダイエット教室

●高血圧予防教室

※全日程参加者には、万歩計プレゼント。



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１０）

緊急時の対応を学ぶ
ＡＥＤ講習会

　ＡＤＥの使い方を学ぶ教諭

　中央公民館では、小学生を対象に避難生活を体験

してもらおうと、８月２２日・２３日の１泊２日で災害な

んかに負けないぞ外教室を開きました。

　地震などの大規模な災害時に対応できる知識を得

るために、避難生活を再現し、救助体制が整うまでの

数日間を体験して、困難に立ち向かう勇気などを身に

つけてもらうことが目的。参加した児童は「本当に地

震が起きたらこわいと思う。みんなと協力することが

大事だと思った」　と話していました。

小学生が避難生活を体験
災害なんかに負けないぞ外教室

役場屋上で非常用発電機を見学

編集会議をしているリポーターの皆さん

　このほど町民リポーターの委嘱式が、町役場で行

われ、５人のかたに委嘱されました。

　町民リポーターの委嘱期間は、１年間。毎月１回

リポーター会議を行い、発行された広報紙の合評や

取材計画など、住民の視点に立ち、身近な話題や疑

問を取り上げ、取材・原稿執筆など親しみやすく、

分かりやすい広報紙などに取り組んでいきます。　

　今後、皆さんのところに取材に行きますのでお願

いします。

広報を支える力
町民リポーター

災害対策本部長（町長）に人員報告をする職員

災害に備えて非常召集訓練
町総合防災訓練（非常召集訓練）

　町では、職員等の防災に対する責任の自覚と意識

の高揚を図るため、９月１日早朝、抜き打ちの非常召

集訓練を行いました。震度５弱の地震発生を想定し

て、午前６時に屋外放送による非常召集。対象者は

係長以上の町職員や分署職員、消防団員総勢５９人

で、全員が３０分以内に登庁しました。

　恩田町長は「どのような状況においても迅速な活

動ができるよう日々の心構えをしてください」と訓

辞を述べました。

②

　町では、園児・児童・生徒の緊急時に対応できるよ

う、こども園、各小学校、中学校にＡＥＤ（自動体外式

除細動器）を設置しました。８月６日には、小学校と

こども園の教諭を対象に、館林地区消防組合の職員を

講師に招いて、ＡＥＤの使い方をマスターする講習

会を役場会議室で開きました。館林地区消防組合の

職員は「処置が１分遅れることで救命率が１０％下がり

ます。救急車が来るまでの対応が重要になります」と

応急手当の大切さを訴えていました。



TOPICSTOPICSPhotoPhoto

（１１）広報めいわ　平成１９年９月１０日

下水道への理解を深める
下水道まつり

汚水が浄化される説明を聞く来場者

　９月２日、明和水質浄化センターで、下水道まつり

が開催され約１００人のかたが来場しました。

　これは下水道への理解を深め、下水道の普及を図ろう

と開いたもので、施設の見学のほか、汚水が浄化される

仕組みの説明や模擬店が設けられ、来場した多くの町

民は楽しみながら下水道の重要性を再認識していました。

また、浄化センターできれいに処理した下水をため池に

しており、東小学校より頂いた菖蒲から魚がふ化するなど、

自然とのふれあいの場となっています。

千津井クラブ全国大会へ出場
全日本一般男子ソフトボール大会

　第４回全日本一般男子ソフトボール大会に群馬

県予選大会で優勝した「千津井クラブ」が８月４

日～６日、山形県甲府市・甲斐市で開催された全

国大会に出場しました。

　全国から強豪の４８チームが参加。「千津井ク

ラブ」は１回戦宮城県代表「多賀城クラブ」と対

戦、須藤選手のホームランなどで６－１で快勝し

ました。続く２回戦では、前年度優勝の福井県代

表「木原建設」と対戦、試合は手に汗握る好ゲー

ムとなり延長の末８－７で敗れてしまいました。

猛暑の中、町から応援に駆けつけた皆さんから

は「良くやった。感動した外」と選手に声をかけ

健闘を讃えました。

熱心にごみを拾う参加者と警察官

防犯はきれいな町から
館林警察署ふれあいクリーン作戦

　８月１７日、「夏の県民防犯運動」における環境美

化活動の一環として、警察、子ども達、地域ボラン

ティア団体との協働でふれあいクリーン作戦が実

施されました。これは、地域住民の連携と地域をき

れいにしておくことが防犯活動につながることか

ら、夏休みのラジオ体操に合わせて行われたもので

す。当日は、約４０人の子どもや地域の人たちが参

加し、早朝のさわやかな空気の中、ラジオ体操をし

た後、東小周辺の清掃活動に汗を流していました。



中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯(８４)５５５５

なかま

（１２）

【図書館入館者８０万人達成】
　８月９日、町立図書館の入館者数が８０

万人に達しました。平成８年７月１７日

にオープンしてから３，１６４日での到達で

した。８０万人目の入場者となったのは、

明和西小学校６年生の浅見 咲希 さん（中
さ き

谷）、前後に入場したのは、江原美緒子

さん、咲希さんの母浅見さつきさんで、

恩田町長から記念品が贈られたほか、図

書館に居合わせた人全員に記念のボー

ルペンが配られました。浅見さんらは「図書館はよく利用していますが、今日は

びっくりです」と話していました。

児　　童　　書　　一　　般　　書
順位

分類タイトル・著者分類タイトル・著者

社会
親子で総チェック！ニュースのことば×１００
ＮＨＫ「週刊子どもニュース」プロジェクト／編

ｽﾎ゚ ﾂー
中田英寿　誇り
小松成美／著

１位

日本
文学

重松清（はじめての文学）
重松清／著

小説
一瞬でいい
唯川恵／著

２位

絵本
おおおかさばき（落語絵本）

川端誠／作
ｴｯｾｲ

知より情だよ
渡辺淳一／著

３位

海洋
うみのしゅくだい

なかのひろみ　まつざわせいじ／ぶん

時事
問題

日本人の 矜持 　九人との対話
きょうじ

藤原正彦・齋藤孝／述
４位

歴史
エーディト、ここなら安全よ
キャシー・ケイサー／著

小説
人は思い出にのみ嫉妬する

辻仁成／著
５位

【今月のおすすめランキング】

 土 金 木 水 火 月 日

  6  5  4  3  2    1  

 13 12 11 10  9  8  7

 20 19 18 17 16 15 14

 27 26 25 24 23 22 21

     31 30 29 28

　　　　　　は休館日

１０月ごよみ

８０万人目の浅見咲希さん（右から２人目）

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

明和ジュニアスイミングクラブの皆さん

 代表　小宅　誠　

明和ジュニアスイミングクラブ

　
明
和
ジ
ュ
ニ
ア
ス
イ
ミ
ン
グ
ク

ラ
ブ
は
今
か
ら
７
年
前
に
誕
生
し

ま
し
た
。
土
曜
日
午
後
４
時
よ
り

１
時
間
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
を

借
り
切
り
水
泳
の
練
習
を
行
っ
て

い
ま
す
。
年
間
を
大
き
く
四
つ
に

分
け
、
春
は
基
礎
泳
法
、
夏
は
ボ
ー

ル
ゲ
ー
ム
、
秋
は
長
距
離
泳
、
冬
は

日
本
泳
法
を
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
に

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
楽
し
く

泳
ぐ
が
モ
ッ
ト
ー
で
す
。 【活動】　毎週土曜日の１６：００～１７：

００　Ｂ＆Ｇ海洋センターで四泳法の
練習や競技会への参加、リクリエー
ション活動等をしています。
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E tven

（１３）広報めいわ　平成１９年９月１０日

【
中
学
生
男
子
】

優
　
勝
　
石
田
和
也
・
大
矢
貴
之

準
優
勝
　
森
尻
純
平
・
高
橋
　
蓮

三
　
位
　
野
澤
昂
平
・
野
本
昌
聡

　
　
　
　
青
山
　
睦
・
深
沢
優
貴

【
中
学
生
女
子
】

優
　
勝
　
本
澤
沙
帆
・
田
村
優
衣

準
優
勝
　
増
田
綾
子
・
高
橋
明
咲

三
　
位
　
浅
見
晶
子
・
山
形
佳
代

　
　
　
　
河
内
　
斐
・
佐
藤
里
奈

優
　
勝
　
き
く
組
　
　
点
８７

準
優
勝
　
つ
げ
組
　
　
点
５２

　
　
　
　
　
（
　
イ
ニ
ン
グ
）

４４

優
　
勝
　
K
P
K
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
明
和
町
職
員
ク
ラ
ブ

三
　
位
　
明
和
パ
ワ
ー
ズ

　
　
　
　
谷
津
グ
ラ
ビ
ア
S
S
S

男
子
の
部
優
勝
　
須
藤
隆
司

女
史
の
部
優
勝
　
金
子
弘
子

小
学
生
の
部
優
勝
　
鈴
木
康
平

男
子
の
部
優
勝
　
明
和
排
球
会
Ａ

女
子
の
部
優
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ

　８月２日から１２日までの１１日間、明和中学校２・

３年生の生徒９人がオーストラリアでの国際交流

研修に行ってきました。生徒達は、コーローハイス

クールの生徒宅へホームステイしながら外国の文

化を肌で感じ、親交を深めてきました。

中学生国際交流研修事業

オーストラリアで交流研修

（上）ブルーマウンテ
ン国立公園でのブッ
シュウォーク

（左）折り紙を教える
生徒

（右）一緒に食事を作
る生徒達

ス
ポ
ー
ツ
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

第
７
回
労
使
教
育
委
員
会
　

　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

第

９

回
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

第
９
回
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
民
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

優勝したクィーンズ

第
９
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
　
　

　
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会優勝したKPKソフトボールクラブ

左から鈴木康平くん、金子弘子さん、須藤隆司さん

第
９
回
　
　
　
　
　
　
　
　

　
町
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

優勝した明和排球会Ａ



（１４）

　　こども園 

　「５歳児」の作品を紹介

美術館

　貴重なご意見ありがとうございます。

　毎年、恒例となっています「明和まつり」は、

多くの町民の方のご協力のもと開催されており今

年で９回目を迎えました。今後も全町民が参加して楽しめ

る「故郷のまつり」として大切にしていきたいと思います。

中でも「まつりの華」である大人神輿や子ども神輿は、皆さ

んのご協力がなくては担ぐことは出来ません。より多くの

方が神輿担ぎに関わることで、互いに助け合い、協力し合う

ことでより地域の連帯意識の高揚が図れればすばらしいと

思います。神輿同様まちづくりも、町民と行政が助け合い

協力し合いながら築き上げていくものだと思います。町と

して、まつりや各種事業を通して意識を高揚して行きたい

と考えております。協働のまちづくり事業に「元気な華の里

づくり支援事業」や「町長と語ろう　まちづくり」として住

民の自発的な活動を支援していますので、ご活用いただけ

ればと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　                                                               （企画課）

　神輿は大勢の力で動きます。社会づくり、まち

づくりも町民の力を合わせてすばらしいものにな

ると思います。助け合い、協力し合う子どもたち

の心が育つように、まつり効果を期待します。　　　　　　

　　　　　　　　　                                （南大島・男性）

ちゃんちゃん

１歳５か月　新里
Ｈ１８年３月１９日生まれ

関根 碧彩 
あ お い

い つも笑顔で 元気に

育ってね。

友達をいっぱい作ろう

ね。

１歳５か月　江口
Ｈ１８年３月１７日生まれ

お兄ちゃんと仲よく

の び の び と 元 気 に

育ってね。

（家族より）

柿沼 日菜多 
ひ な た

（家族より）

左から齋藤 夢見 ちゃん、
む み

依田 真尚 くん、奥寺
まさなお

 萌衣 ちゃん
も え

テーマ　明和の巨峰だよ！

左から中野 碧海 ちゃん、川辺
まりん

 晃輝 くん、遠藤
こうき

 瑶大 くん
ようた

、内出　 蓮 くん
れん



ぶ

げ

ん

い

（１５）広報めいわ　平成１９年９月１０日

（
敬
称
略
）

町民リポーター

　町から割と近く人気のある「秩父観音霊場めぐり」をご紹介します。　

　　一番札所　四万部寺

元禄年間、名工藤田徳左門によって完成されたという。入母屋造りの銅瓦

葺きの本堂が美しい。本尊は行基作と伝えられる聖観音、左手の庭先に

 幻通 が四万部の仏典を 読誦 したと伝えられる経塚がある。右手奥には関東
げんつう どくしょう

の三大施餓鬼の一つとして知られる施餓鬼殿が立っている。

　　二番寺　真福寺

真福寺は、標高６６５ｍの高篠山の中腹にある。 鬱蒼 と茂った杉木立の中に
うっそう

 御堂 だけがポツンと建っている無住の寺である。宗旨は曹洞宗で、ご本尊
みどう

は聖観世音菩薩である。寺伝によると知行兼備の大徳、大棚禅師が開基し

た寺と伝えられ「 鬼婆 の 杖 」が残されている。なお、納経所は里へ下りた
おにばば つえ

所にある光明寺でやっている。

　町民の目線でわかりやすい広報紙づくり取りに組む

町民リポーターの活動を開始しました。町民リポー

ターは、私たち５人が町長から委嘱され、今後１年間、

毎月１回リポーター会議を行い、発行された広報紙の

合評や取材計画など町民の視点に立った身近な話題や

疑問を取り上げ、取材・原稿執筆などを行っていきます。

取材などで皆さんの所へお伺いすることがあると思い

ますが、どうぞよろしくお願いいたします。

　このコーナーでは、毎月、私たちリポーターから皆さ

んにお知らせしたい記事を掲載していきます。今回の

執筆は、篠木茂雄リポーターです。

町民リポーター 篠木茂雄
（大佐貫）

高橋一夫（新里） 飯塚正弘（江口）

小島静枝（新里）有田　靖（大佐貫）

一
句
得
し
一
匹
の
蚊
に
あ
や
つ
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
夜
詩
夫

蓮
の
花
一
花
残
り
し
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山
下
　
ふ
で

若
楓
風
に
ゆ
れ
合
ふ
貴
船
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
塚
　
生
代

明
和
俳
句
会



INFORMATION
掲示板

明和町役場　緯８４・３１１１
保健福祉課　緯８４・３１１３
学校教育課　緯８４・３１１５
生涯学習課　緯８４・４４９１

（１６）

　
国
民
年
金
の
「
第
３
号
被
保
険

者
」（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
配
偶
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の

２０

６０

人
）
は
、
本
人
が
就
職
し
た
と
き

だ
け
で
な
く
配
偶
者
が
転
職
・
退

職
し
た
と
き
な
ど
に
も
届
け
出
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
配
偶
者
が
退
職
し
た
と
き

　
本
人
が
町
役
場
へ
届
け
出

▼
配
偶
者
が
転
職
し
た
と
き

　
転
職
後
の
勤
務
先
事
務
所
か
ら

社
会
保
険
事
務
所
へ
届
け
出

▼
配
偶
者
が
死
亡
し
た
と
き

　
本
人
が
町
役
場
へ
届
け
出

▼
本
人
の
収
入
増
、
離
婚
な
ど
に

よ
り
、
配
偶
者
の
扶
養
で
な
く

な
っ
た
と
き

　
本
人
が
町
役
場
へ
届
け
出

▼
配
偶
者
が
　
歳
に
な
っ
た
と
き

６５

　
本
人
が
町
役
場
へ
届
け
出

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
海
洋
セ
ン
タ
ー
・
社
会
体
育
館

で
は
、
次
の
と
お
り
無
料
開
放
・

臨
時
開
館
を
実
施
し
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
利
用
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

□
無
料
開
放

・
　
月
２
日
　
　
町
制
施
行
記
念

１０

（火）

※
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
み
。

・
　
月
　
日
　
　
県
民
の
日

１０

２８

（日）

□
臨
時
開
館

・
　
月
８
日
　
　
体
育
の
日

１０

（月）

※
詳
し
く
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
５
５
１
１
）
社
会
体
育
館

８４

（
緯
　
・
４
６
２
６
）
へ
お
問
い
合

８４

わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
壮
行
金
の
交
付
】

　
町
で
は
、
平
成
８
年
度
よ
り
各

種
ス
ポ
ー
ツ
競
技
で
県
予
選
大
会

等
を
勝
ち
抜
い
て
、
関
東
大
会
以

上
に
出
場
す
る
町
内
在
住
・
在
勤
・

在
学
者
の
団
体
・
個
人
に
そ
の
健

闘
を
た
た
え
る
と
と
も
に
、
今
後

の
活
躍
を
祈
念
し
て
壮
行
金
を
授

与
し
て
い
ま
す
。

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
競
技
優
秀
者
・
団
体
を
表
彰
】

□
表
彰
基
準
　
町
民
が
各
ス
ポ
ー

ツ
競
技
で
関
東
大
会
以
上
の
優

秀
な
成
績
を
お
さ
め
た
場
合

（
個
人
・
団
体
）

□
対
象
期
間
　
平
成
　
年
　
月
１

１８

１０

日
～
平
成
　
年
９
月
　
日

１９

３０

□
表
彰
　
　
月
　
日
　
開
催
予
定

１０

１４

（日）

の
第
　
回
町
民
体
育
祭
開
会
式

１０

に
行
い
ま
す

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

１６

（日）

□
申
込
方
法
　
社
会
体
育
館
へ
直

接
申
し
込
む

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

お
知
ら
せ

無
料
開
放
・
臨
時
開

館
し
ま
す

海
洋
セ
ン
タ
ー
・
社
会
体
育
館

転
職
や
退
職
等
に
も

届
け
出
が
必
要

住
民
課
　

壮
行
金
の
交
付
、競
技

優
秀
者
・
団
体
を
表
彰

社
会
体
育
館

　
第
５
回
両
毛
交
流
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
佐
野
大
会
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　
（
小
雨

１０

２８

（日）

決
行
）

□
場
所
　
佐
野
市
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

□
コ
ー
ス

・
じ
っ
く
り
佐
野
め
ぐ
り
コ
ー

ス
（
約
　
㎞
）

１５

・
ゆ
っ
た
り
田
園
コ
ー
ス
（
約

７
㎞
）

□
募
集
人
数
　
１
３
０
０
人

※
募
集
人
数
に
達
し
た
場
合

は
、
締
め
切
り
と
な
り
ま
す
。

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
　
月
５
日
　

１０

（金）

（
必
着
）

□
申
込
方
法
　
企
画
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
（
 

http://w
w
w

.sunfield
.ne.jp/ryoum

ouko

uiki/

）
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線

２
２
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

伝
統
と
芸
術
の
ま
ち

佐
野
市
を
歩
こ
う



（１７）広報めいわ　平成１９年９月１０日

　
今
ま
で
は
、
年
金
記
録
の
訂
正

に
よ
り
年
金
額
が
増
額
し
て
も
、

５
年
よ
り
前
の
支
払
分
に
つ
い
て

は
、
時
効
に
よ
り
受
け
取
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。
し
か
し
、
年
金
時
効

特
例
法
が
今
年
の
７
月
６
日
に
施

行
さ
れ
、
受
給
資
格
が
発
生
し
た

時
点
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
支
払
わ
れ

ま
す
。

□
対
象

・
既
に
年
金
を
受
給
後
に
年
金
記

録
が
訂
正
さ
れ
た
人

・
こ
れ
か
ら
年
金
記
録
が
訂
正
さ

れ
る
人
（
該
当
者
が
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
遺

族
）

□
必
要
な
手
続

・
既
に
年
金
受
給
後
に
年
金
記
録

が
訂
正
さ
れ
た
人
…
社
会
保
険

庁
よ
り
９
月
か
ら
順
次
郵
送
さ

れ
る
支
払
手
続
用
紙
に
記
入
の

上
、
返
送
し
て
い
た
だ
く
と
手

続
き
は
完
了
し
ま
す

・
こ
れ
か
ら
年
金
記
録
を
訂
正
す

る
場
合
…
記
録
訂
正
に
合
わ
せ

て
自
動
的
に
行
う
た
め
、
特
別

な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん

※
詳
し
く
は
、
太
田
社
会
保
険
事

務
所
（
緯
　
・
３
７
１
１
）、
ね
ん

４９

き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
（
緯
０
５
７
０
・

　
・
１
１
６
５
）、
住
民
課
（
内
線

０５１
４
４
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

□
対
象

　
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

遺
族
で
、
平
成
　
年
４
月
１
日

１７

に
お
い
て
公
務
扶
助
料
や
遺
族

年
金
な
ど
を
受
け
る
人
が
い
な

い
場
合
に
、
次
の
順
番
に
よ
る

先
順
位
の
遺
族
ひ
と
り
に
弔
慰

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
弔
慰
金
の
受
給
権
者
　

（１）　
戦
没
者
の
子
　

（２）　
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し
て

（３）
お
り
、
か
つ
戦
没
者
な
ど
と
氏

が
同
じ
で
あ
る
①
父
母
②
孫
③

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
　

　
前
記
　
以
外
の
①
父
母
②
孫
③

（４）

（３）

祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹
 　

　
前
記
以
外
の
遺
族
で
、
戦
没
者

（５）
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
三
親
等
内
の
親
族
 

□
支
給
内
容
 　
額
面
　
万
円
、　
年

４０

１０

償
還
の
記
名
国
債

□
請
求
期
間
 　
平
成
　
年
３
月
　
日

２０

３１

ま
で
 

□
請
求
窓
口
　
保
健
福
祉
課

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

【
一
斉
無
料
法
律
相
談
】

　
２
０
０
７
年
「
法
の
日
記
念
」

＆
「
法
テ
ラ
ス
群
馬
」
設
立
１
周

年
を
記
念
し
て
、
県
下
　
か
所
で
一

２０

斉
無
料
法
律
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１０

１２

（金）

時
～
午
後
４
時

※
相
談
は
、
１
人
　
分
と
な
り
ま
す
。

３０

□
場
所
　
町
役
場
第
５
会
議
室

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

１０

（水）

□
申
込
方
法
　
総
務
課
へ
電
話
で

申
し
込
む

【
問
】
総
務
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
１
２

【
司
法
書
士
無
料
法
律
相
談
会
】

□
日
時
　
　
月
６
日
　
　
午
前
９

１０

（土）

時
～
正
午

□
場
所
　
太
田
行
政
セ
ン
タ
ー

（
太
田
市
本
町
２
０
倆
１
）

【
問
】
松
本
司
法
書
士
事
務
所

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
０
８
４
４

７７

　
　
月
は
土
地
月
間
で
す
。
そ
こ

１０
で
、
　
皆
さ
ん
に
土
地
に
つ
い
て

の
関
心
や
、
理
解
を
深
め
て
い
た

だ
こ
う
と
県
・
　
群
馬
県
不
動
産

（社）

鑑
定
士
協
会
で
は
「
地
価
評
価
等

無
料
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
お
出
か
け

く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
　
月
４
日
　
　
午
前
　

１０

（木）

１０

時
～
午
後
３
時

□
場
所
　
太
田
市
役
所

□
参
加
費
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
庁
土
地
・
水
対

策
室
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・
２

３
６
６
）、　

群
馬
県
不
動
産
鑑

（社）

定
士
協
会
（
緯
０
２
７
・
２
４
３
・

３
０
７
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
月
は
土
地
月
間

１０地
価
評
価
等
無
料
相
談
会

県
庁
土
地
・
水
対
策
室

１０年後のぐんまの姿について語
り合いませんか？

～ワークショップ　　
　　　メンバー募集～

　群馬県では、「ぐんま県土整備

ビジョン地域プラン」の策定に

あたって「ワークショップ」を開

催することとしました。

　検討にあたっては、道路整備

や河川改修等について県民の皆

さんが日ごろから感じているこ

とや将来への思いをお聴きする

「地区別ワークショップ」を開催

します。皆さんのご参加をお待

ちしております。

※詳しくは、館林土木事務所企

画管理グループ（緯７２・４３５５）へ

お問い合わせください。

悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か

無
料
法
律
相
談

総
務
課
・
太
田
社
会
保
険
事
務
所

国
民
年
金
時
効
特
例

法
が
施
行

太
田
社
会
保
険
事
務
所
・
住
民
課

お
済
み
で
す
か

特
別
弔
慰
金
の
請
求

保
健
福
祉
課

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午

１０

２６

（金）

後
１
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

□
場
所
　
大
泉
町
文
化
む
ら

小
ホ
ー
ル

□
内
容
　
講
談
（
認
知
症
の
老

姉
妹
食
い
物
に
　
な
ど
）

□
対
象
　
町
民
一
般

□
講
師
　
神
田
織
音
さ
ん

□
人
数
　
　
人
５０

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

１８

（木）

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
（
保
健
福
祉
課

内
緯
　
・
３
１
１
３
）へ
電
話

８４

で
申
し
込
む
 

【
問
】
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
緯
　
・
３
１
１
３

８４

理
解
を
深
め
る
た
め

成
年
後
見
制
度
講
談

会
を
開
催
し
ま
す



（１８）

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
後
１

１０

１９

（金）

時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤
者

□
人
数
　
　
人
（
先
着
順
）

１５

□
参
加
費
　
１
５
０
０
円

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　
～
　

１３

（木）

２１

日
　（金）

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

【
問
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
４
９
１

８４

□
期
日

・
第
１
期
　
　
月
４
日
　
～
　
月

１０

（木）

１１

　
日
　
　
毎
週
木
曜
日
（
全
８

２２

（木）

回
）

・
第
２
期
　
　
月
　
日
　
～
１
月

１１

２９

（木）

　
日
　
　
毎
週
木
曜
日
（
全
８

３１

（木）

回
）

・
第
３
期
　
２
月
７
日
　
～
３
月

（木）

　
日
　
　
毎
週
木
曜
日
（
全
８

２７

（木）

回
）

□
時
間
　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

□
対
象
　
町
内
在
住
の
４
～
５
歳

児
（
平
成
　
年
４
月
２
日
～
平

１４

成
　
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

１５

□
人
数
　
　
人
（
先
着
順
）

３０

※
応
募
者
数
　
人
未
満
の
場
合
は

１０

中
止
と
な
り
ま
す
。

□
参
加
費
　
１
期
に
つ
き
入
会
金

５
０
０
円
　
会
費
４
０
０
０
円

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　
～
　

１５

（土）

２３

日
　（日）

□
申
込
方
法
　
海
洋
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
む

【
問
】
海
洋
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
５
５
１
１

８４

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１１

（日）

□
場
所
　
利
根
川
総
合
運
動
場

□
対
象
　
一
般
男
女

□
参
加
費
　
４
０
０
０
円

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　
～
　

１９

（水）

１０

月
　
日
　

３１

（日）

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

１４

（日）

□
対
象
　
高
校
生
以
上

□
人
数
　
　
人
程
度

１０

□
内
容
　
町
体
育
祭
の
記
録
・
監

察
な
ど

□
申
込
期
限
　
９
月
　
日
　

２３

（日）

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

　
東
毛
地
区
社
会
教
育
委
員
連
絡

協
議
会
で
は
、
歌
手
の
高
石
と
も

や
さ
ん
を
お
招
き
し
、
社
会
教
育

と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
歌
を
交

え
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

□
日
時
　
９
月
　
日
　
　
午
後
１

２７

（木）

時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

１５

□
場
所
　
館
林
三
の
丸
芸
術
ホ
ー

ル
□
人
数
　
２
０
０
人

□
講
師
　
高
石
と
も
や
さ
ん
（
歌

手
）

□
参
加
料
　
無
料

【
問
】
東
部
教
育
事
務
所
生
涯
学

習
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
７
１
５
１

３１

講
座
・
教
室

４
～
５
歳
幼
児
ア
ク
ア

短
期
水
泳
教
室

海
洋
セ
ン
タ
ー

み
ん
な
で
楽
し
く

手
作
り
ケ
ー
キ
教
室

中
央
公
民
館
　

募
集
し
ま
す

第
　
回
明
和
町

１１
秋
季
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会

社
会
体
育
館
　

町
民
体
育
祭
ス
タ
ッ
フ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

社
会
体
育
館
　

東
毛
地
区
社
会
教
育
委
員

歌
を
交
え
て
講
演
会

東
部
教
育
事
務
所
学
習
グ
ル
ー
プ

□内容　地球上のあらゆる環境に適
応してきた鳥類の体のつくり、習
性、食性、巣、卵など、その多様
性やヒトとの関わり、保護の取り
組みについて紹介します

□期間　９月２９日（土）～１１月２５
日（日）

□休館日　月曜日（月が祝日の場合
は翌火曜日）

□場所　県立自然史博物館（富岡市
上黒岩）

□観覧料　大人：７００円（５６０円）、
高校・大学生：４００円（３２０円）、
中学生以下無料

※（　）内は有料入館者２０人以上の
団体料金です。
※詳しくは、県立自然史博物館（緯
６０・１２００）へお問い合わせください。

鳥たちの世界～その秘密にせまる～　

第２８回企画展

　
す
が
す
が
し
い
秋
の
一
日

を
わ
た
ら
せ
渓
谷
鐵
道
で
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

□
ト
ロ
ッ
コ
列
車
　
開
放
感
あ

ふ
れ
る
ト
ロ
ッ
コ
列
車
は
、

土
、
日
、
月
に
運
行
し
ま
す

（
整
理
券
が
必
要
で
す
）

□
ビ
ー
ル
列
車
　
渓
谷
美
を
楽

し
み
な
が
ら
の
ど
を
潤
す

ビ
ー
ル
列
車
は
、
九
月
十

七
日
ま
で
の
土
、
日
、
祝
日

に
運
行
し
ま
す
（
要
予
約
）

□
料
理
列
車
　
地
元
食
材
を

楽
し
む
料
理
列
車
は
、
月

曜
日
を
除
き
毎
日
運
行
し

ま
す
（
要
予
約
）

□
問
い
合
わ
せ
　
わ
た
ら
せ
渓

谷
鐵
道
（
緯
０
２
７
７
・
　
・
７３

２
１
１
０
　
F
A
X
０
２

７
７
･
　
･
３
１
２
１
）、

７３

県
庁
交
通
政
策
課
（
緯
０
２

７
・
２
２
６
・
２
３
８
５
　

F
A
X
０
２
７
･
２
２
３

･
９
５
１
０
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

わ
た
ら
せ
渓
谷
鉄
道



（１９）広報めいわ　平成１９年９月１０日

□
日
時
　
　
月
　
日
　
　
午
前
９

１０

１３

（土）

時
　
分
～
午
前
　
時
　
分

３０

１１

３０

□
場
所
　
社
会
体
育
館
ほ
か

□
内
容
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

□
対
象
　
町
内
在
住
の
小
学
生
以

上
の
か
た
・
在
勤
者

□
参
加
費
　
無
料

【
問
】
社
会
体
育
館

　
　
　
　
　
　
緯
　
・
４
６
２
６

８４

□
期
日
　
　
月
１
日
　
～
平
成
　

１０

（月）

２０

年
１
月
　
日
　
（
　
日
程
度
）

１６

（水）

２０

□
場
所
　
み
ど
り
市
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
（
み
ど
り
市
大

間
々
町
桐
原
）

□
内
容
　
介
護
の
基
本
的
な
知
識

と
技
術
を
習
得
し
、
施
設
職
員

や
訪
問
介
護
員
と
し
て
の
就
職

を
目
指
し
ま
す

□
対
象
　
み
ど
り
市
お
よ
び
そ
の

周
辺
に
在
住
し
、
就
職
を
希
望

す
る
　
歳
以
上
の
人

６０

□
人
数
　
　
人
（
申
し
込
み
多
数

２０

の
場
合
は
抽
選
）

□
受
講
料
　
無
料

□
申
込
期
間
　
９
月
　
日
　
～
　

１０

（月）

１８

日
　（火）

□
申
込
方
法
　
み
ど
り
市
の
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
み
ど
り
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
緯
０
２
７

７
・
　
・
１
９
０
５
　
F
A
X
０

７２

２
７
７
・
　
・
１
９
０
６
）、
県
長

７２

寿
社
会
づ
く
り
財
団
（
前
橋
市
新

前
橋
町
　
緯
０
２
７
・
２
５
５
・

６
４
０
０
　
F
A
X
０
２
７
・
２

５
５
・
６
１
６
６
）
へ
。

【
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
】

清
水
 美
空
 　
新
里
（
昌
一
・
洋
子
）

み
そ
ら

【
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
】

島
田
ハ
マ
子
　
　
　
南
大
島

　
貴
好

８１

西
郡
喜
男
　
　
　
　
中
谷
　
孝
夫

７５

田
口
直
也
　
　
　
　
大
輪
　
美
智
也

１８

山
形
や
よ
い
　
　
　
梅
原
　
ひ
と
み

１３

※
戸
籍
の
窓
で
は
、
広
報
め
い
わ
へ
の

掲
載
を
希
望
し
た
人
だ
け
載
せ
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
掲

載
を
ご
希
望
さ
れ
る
か
た
は
、
企
画

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
お
わ
び
と
訂
正
】

　「
戸
籍
の
窓
」に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
次
の
と
お
り
訂
正
し
お
わ

び
申
し
上
げ
ま
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

○
こ
ん
に
は
赤
ち
ゃ
ん

野
村
 昊
平
 　
田
島
（
孝
史
・
幸
子
）

こ
う
へ
い

○
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

小
川
つ
る
　
　
　
　
川
俣
　
孝
雄

９１

介
護
講
習（
訪
問
介
護
員

養
成
研
修
二
級
課
程
）

み
ど
り
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

体
育
指
導
員
と
一
緒
に
軽

ス
ポ
ー
ツ
し
ま
せ
ん
か

社
会
体
育
館
　

戸
籍
の
窓

備　考標準の小作料農地の区分

主作物水稲
１０a以上

１０，０００円

田の部
主作物水稲
１０a未満

９，０００円

１０a以上６，０００円

畑の部 １０a未満４，０００円

麦作１，０００円

標準小作料が　　　
　　　　決まりました
　農業委員会では、田や畑を貸し借りする場
合の目安となる標準小作料を、下記のとおり
改訂しました。小作料はこの料金を参考に、
貸し手と借り手がよく話し合って決めてく
ださい。

▼平成１９月９月１日から適用   　（単位：１０aあたり）

□
日
時
　
９
月
　

日
　
　
午

２３

（日）

前
　
時
～
午
後
３
時

１０

□
場
所
　
群
馬
県
庁

□
内
容
　
食
中
毒
予
防
や
食

品
検
査
な
ど
に
つ
い
て
の

展
示
、
食
品
表
示
の
見
方
、

食
品
衛
生
ク
イ
ズ
な
ど

□
費
用
　
無
料

□
申
込
方
法
　
当
日
、
直
接
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い

※
詳
し
く
は
、
県
庁
食
品
監

視
課
（
緯
０
２
７
・
２
２
６
・

２
４
４
２
）
へ
。

ぐ
ん
ま
２
０
０
７

　
食
の
安
全
フ
ェ
ア

【町の無料法律相談】　
□日　時　１０月１０日（水）　午前１０時～正午
□場　所　役場委員会室　
□対象者　明和町民　
□担　当　森尻弁護士
□受付期間　１０月１日～８日まで総務課へお
申し込みください（予約制）

【人権・行政・心配ごと相談】
□日　時　１０月１５日（月）　午前１０時～午後３
時
□場　所　役場会議室
【年金相談】　
□日　時　１０月１８日（木）　午前１０時～午後３
時
□場　所　館林市役所
【交通事故相談】
□日　時　１０月５日・１９日（金）　午前１０時～午
後４時
□場　所　太田市役所

定期相談

【乳幼児健診】
□日　時　１０月１１日（木）　午後１時～午後２時
受付
□場　所　保健センター
□対　象　１７年１０月、１８年１０・１２月、１９年３・６
月生

【健康相談】
□日　時　１０月２日（火）　午前９時３０分～午
前１０時３０分受付
□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人

定期健診・相談
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撮影場所　千津井地先

　都市化が進む明和町にも、昔の面影を残す田園地帯が広がる東部地区を
散策してみた。ここ邑楽用水路千津井２号橋付近から分岐された取水路を
北に歩くと、田んぼの一角に水草の一種と思われる薄紫色をした美しい花が
夏の光を浴びたくさん咲いていた。のどかな田園風景をみて「ほっと一息」
ついた夏の午後でした。　

盛夏に咲く

かわをたずねて

写真・文　明和フォトクラブ　増田　稔

（平成１９年８月１日現在）

　総人口　１１，６５３人　（＋２）
　　男　　　５，８６１人　（＋６）
　　女　　　５，７９２人　（－４）
　世帯数　　３，７１３世帯（＋９）

　　　　※（　）内の数字は前月比

町の人口と世帯

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外　科内　科

川村耳鼻
（７２）１３３７

たけい小児科
（７６）２５２５

新橋病院
（７５）３０１１

ゆたか医院
（７３）７３０８

小西医院
（８６）２２６１

９月１６日（日）

－
こやなぎ
（８０）２２２０

慶友整形
（７２）６０００

橋田内科
（７２）０００１

－９月１７日（月）

今村クリニック
（７０）２２２１

横田医院
（７２）０２５５

海宝病院
（７４）０８１１

記念病院
（７２）３１５５

館林地区
と同じ

９月２３日（日）

－
益田小児科
（６２）５５３５

小曽根整形
（７２）７７０７

吉田内科
（７０）７１１７

－９月２４日（月）

板倉耳鼻
（８０）４３３３

星野こども
（７０）７２００

土井レディス
（７２）８８４１

松井内科
（７５）９８８０

ミツワ診療所
（７０）３０３０

９月３０日（日）

川田耳鼻
（７２）３３１４

長谷川クリニック
（８０）３３１１

澤田皮膚外科
（７０）７７０３

落合医院
（７２）３１６０

館林地区
と同じ

１０月７日（日）

－
森下内科
（７３）７７７６

慶友整形
（７２）６０００

まりレディス
（７６）７７７５

－１０月８日（月）

川村耳鼻
（７２）１３３７

真中医院
（７２）１６３０

館林医院
（７４）２１１２

ごが内科
（７３）７５８７

館林地区
と同じ

１０月１４日（日）

　○診療時間は、午前９時～午後５時　（ただし、耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時）
　○救急テレホンサービス(緯７３・５６９９）：受診可能病院を紹介しています

緊　　　　急夜　　　　間
（午後７時～１０時）

歯　　　　科

館林厚生病院（内科・外科）

(７２)３１４０

夜間急病診療所（内科・外科）
　(７３)２３１３（要電話確認）

（日曜、国民の祝日、年末年始は休診）

館林邑楽歯科保健医療センター
（７３）８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

休祝日当番医 必ず電話してから受診してください

　　士急病……………３２件
　　士交通事故………　５件
　　士その他…………　９件
　　士合計……………４６件

８月の救急車出動回数


